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岐阜県上宝村で発見したクロサンショウウオの透明型卯妻＊
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ThespawnlngpoolofH7砲ﾉ'"“"swithtransparenttypeeggsacwerefoundfrom

Kamitakara-mura,GifuPref,CelltralJapan．Itisaspawningpoolwherealleggsac室

obserevedinasDawnmgpoolwereperfectlytransparenttype・Conditionofspawnln貝

andmorphologicalfeatureofeggsacswerelnvestlgated．

県上宝村の標高1600mの湿地帯である。調査

は1989年6月4日に行った。産卵場所全域の

産卵状況を観察した後、代表的な産卵場所を

選び、産卵状況を調査した。卵愛の形態は、

代表的な卵嚢群の塊を選び観察した。卵典の

はじめに

クロサンショウウオ正加”〃"s〃どγCs“"s

の卵愛は、紡錘形を示し、ゼリー状の透明な

外層と白色の内層よりなるものが多いが、地

域によっては一産卵場所に内層が完全に透明

な卵媒や、白色型と透明型の中間的な色彩を

示すタイプの卵嚢が混在する例が報告されて

いる(富永，1984；加藤，1952；杵洲，1976；

南部，1984)。

筆者は1983年より、主に富山県と岐阜県で

この透明型卵愛の分布を調査してきたが今回

産みつけられた卵嚢が全て透明である産卵場

所のなかでは、最も規模の大きい地点を||皮阜

県上宝村で発見した。

本報告では、この地点の産卵状況並びに、

卵嚢の形態について報告する。なお、別報(南

部，1990)で、今回の報告例を含む透明型卵嚢

の分布とその生物学的意義について論じた。
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Fig．1．MethodofmeasurementofeggsacinH

ノ"gノセSc”s・IL：innerlaver･OL：outer

layer．EP：epithelium．調査方法

透明タイプの卵嚢を確認した地点は、岐阜
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Fig．2．Aneggspawnlngpoolinvestlgatedin

Kamitakara-mura，GifuPref．

大きさは外層と内層のそれぞれについて長さ

と幅を測定し(図1）、卵数、死卵数を数え、

卵の発生段階を沢野(1947)のトウホクサーンシ

ョウウの発生段階(以下st．と略す)を参照し

て決定した。

調査結果

調査地点の概要

透明型卵雲を確認した湿地帯の中央部はか

なり乾燥し、周辺部には水溜りが散在する。

数カ所より湧き出た水が湿地帯を小川のよう

に流れる。湿地にはヨシやスゲ類が生い茂り

コバイケソウがところどころに生えている。

周辺の山の斜面には、オオシラビソやコメツ

ガが生え、下草にはササが生い茂る。

Fig．3．Apaireoftransparenttypeeggsac
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産卵状況

透明型卵嚢が確認された場所は、湿地帯を

流れる小川の下流部の、流れのほとんどない

水溜りである。卵嚢の大部分は水草に付着し

ていた。最も多くの卵典が確認された水溜り

の大きさは長さ約15m、|幅2～5m、水深約

50cmである。卵巽はこの地点を含め8ヶ所で

数個から､50個ほどの塊で合計約354個(約177

腹分)が確認された｡それぞれの地点で確認し

た卵愛数は34，20，18，4，20，8，50，200

個である。産卵状況などの調査は7×4m、最

大水深約50cmの池で行った(図2）。

この池では合計34個の卵嚢が認められ、卵

嚢はそれぞれ2，6，2，2，2，20個の塊

で散在していた。最も大きい塊の20個は池の

中央部の枯れた水草に付着し、他の数個の塊

は池の周辺部の水草に付着していた。卵愛は

大部分が水面近くに浮いていた。午後3時の

水温は17.0度、気温は240度であった。

卵雲の形態

計34個の卵鯉のうち、最も大きい卵塊を形

成する卵巽群と周辺部の卵嚢のうち、28個に

ついて、大きさ、卵数、死卵数、卵の発生段

階を現地で調べた(表l）。

観察した卵愛は紡錘形を示し、すべて透明

な外層と内層よりなる。水中にある時は、内
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Fig．4．Themassoftransparenttypeeggsacs．
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Table1．Measurmentoftransparenttypeeggsacsdiscovel-edfromKamitakal・a-mura・Figuresmparen

thesesshowmeasumlentofilmerlaver．

DeadeggEggEggsac(cm：Pair

No．
Stage

lengthwidthNumberDiffemceTotalNumber％

O§5.5(4．0）3．5(3.a 略
一
兇

『
ｌ
Ｌ1 74？

65(5.5）3.0(2.5〉 0

0諺6.5(6.0）3．5(3.0〉 調
一
調

1を1464
O蓬5.5(4.5）40(3.氏

0W§6.5(5.5）4．5(4.0〉 ワ
ム
戸
Ｏ

Ｑ
Ｊ

l§468
O雛6.5(60）3．5(3.0〉

1055．6肥
一
別

ワ蔑
臼!L'。6 42

0唾

2180．8妬
一
羽

○
Ｊ

“
詔
４
－

Ｆ
『
Ｊ

、
ノ
ム

2 589．3

08.0(－）3．5(－） 兜
一
羽

3き955

8.0(－）3．5(－） 02

1030．333
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

51

Ｄ
Ｊ1884

千戸

31．4上0

923．7犯
一
虹

35７
０

1639．0

85(75）5．5(4.5〉 13．2妬
一
蛇

3唇1669

7.5(6.5）－－ 819．0

0瞳80(7.()）60(5.5〉 閉
一
詔

39105を10
9．1

0

07.5(7.()）5．5(5.0〉

6.5(60）4．0(3.5〉 O唾別
一
四

、
／
』1 39l］

0＄7.0(6．5）4．5(4．0：

519．25.5(－）4.0(－） 侭
、
）
Ｑ
Ｊ

ワ
ム
Ｑ
Ｊ

○
Ｊ5912

Ｅ
Ｊ
１
入

反
Ｊ5.0(－）40(－）

9.()(8.0）55(4.5》 O噂別
一
塊

Ｑ
Ｊ117213

95(8.5）5．0(4.5〉 12．:3

1022．2蛎
一
泌

○
○ﾜ169竺上14

1770．8

119



南部久男

層と外居の境界は不明瞭であるが、水中より

引き上げると、内層部分は弾力があり膨らん

でいるため、内層と外居の境界がはっきりす

る(図3）。卵は内層に等間隔に収まっている。

卵愛の大きさを平均値±標準偏差(観察個

体数､範囲)で示すと、st､16の卵嚢では外層の

長さ6.2cm±052(、＝6,5.5-6.5)、外居の幅

3.7cm士0.52(、＝6,3.5-4.5)であった。st､33

-35では､外層の長さ7.7cm士1.42(、＝10,6.5

-9.5)､外居の幅4.7cm士097(n＝9,35-6.()）

であった。l卵典中には30.6士8．9(、＝28,

15-45)個の卵が含まれていた。一腹（1対)中

には612士13.4（n＝14,47-84)個の卵が含ま

れていた。調査した卵典中に含まれる卵の発

生段階はst､16～35を示し、st､16が6卵襲、st、

20とst,29がそれぞれ2卵愛、st､33が6卵蝶、

st､35が12卵嚢認められた。なお、同一の枯草

に付着していたNo4～12の18卵嚢の発生段階

は、st,20とst､29が各2卵愛、他の14卵拠は、

st､33～35であった。

死卵を含む卵嚢は計28卵愛のうち15卵典で

認められた。st､16～20では8卵嚢中、l卵換

で死卵が認められたが、st､29～35では20卵愛

のうち、14卵嚢で死卵が認められた。死卵が

認められた卵嚢において全卵巽数に対する死

卵の割合は最小23％、最大893％、中央値は

23.7％であった。死卵は水面に近い部分で多

く認められ、外居の表面が乾燥している卵蝶

も認められた(図4）。

考察

加藤(1954)は石川県白山の透明型卵裳8対

と中間型2対の卵巽の大きさを報告している

発生段階は明示されていないが、6月3日の

調査時では雁は卵割期であったとしている。

計10対の卵嚢の大きさは、最大と最小で示す

と長さ68-112m､幅40-54mmであったと報告し

ている。富永(1984)は福井県の経ケ岳で観察

した産卵直後の透明型卵典1対は長さ27と30

120

、、幅15と13mmであったと報告し、発生段階

の明示されていない3対の卵嚢は、長さ58－

113Ⅱ皿、幅32-77Ⅱ1mであったと報告している。

加藤(1954)と富永(1984)による発生段階の明

示されていないこれらの卵嚢の大きさは今回

観察したst,33-35の卵雲の大きさとほぼ一致

する。吸水にともない卵嚢の大きさは変化す

ると考えられ、発生段階の記録と発生にとも

なう大きさの変化の追跡調査が必要であると

思われる。

また、加藤(1954)は卵割期の卵が含まれる

卵巽の中心部はエンジ色を示すと報告してい

る。同様に富永(1984)も産卵直後の卵愛の中

心部は赤紫色をおびていたと報告している。

今回観察した卵愛ではこのような事実は認め

られなかったが、富山県の山地帯で観察した

発生初期の卵を含む透明型卵愛の中心部は赤

味を帯び(南部、未発表)、この現象は透明型

卵巽に広く認められると推察される。しかし

ながら、富山県低地の白色型の卵典の中心部

は赤色を帯びる傾向は認められず、この現象

の生理学的メカニズムの解明が必要であると

思われる。

富永(1984)は透明型卵嚢の外皮に縦条が認

められたとしているが、今回の観察では外皮

の状態が悪く、縦条の存在の確認はできなか

った。富山県低地の白色型卵巽の外皮におい

ても縦条が認められる卵嚢があることより

(南部、未発表)、今後各タイプの外皮の個体

変異や地理的変異を調査する必要があると思

われる。
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